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は
じ
め
に

　

本
稿
は
日
中
近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
の
研
究
の
一
環
と
し
て
行
う

も
の
で
あ
る
。
稿
者
は
当
該
収
蔵
史
の
構
築
を
企
図
し
、
明
治
維
新

か
ら
辛
亥
革
命
（
清
末
）
ま
で
の
第
一
期
、
辛
亥
革
命
か
ら
第
二
次

世
界
大
戦
終
了
時
ま
で
の
第
二
期
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
時
か
ら

戦
後
復
興
期
ま
で
の
第
三
期
、
戦
後
復
興
期
か
ら
文
化
大
革
命
の
時

期
ま
で
の
第
四
期
、
文
化
大
革
命
の
時
期
か
ら
現
在
ま
で
の
第
五
期

に
暫
定
的
に
区
分
し
た
。

　

本
稿
で
は
特
に
収
蔵
史
上
劃
期
を
な
す
第
二
期
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
こ
の
時
期
を
劃
期
と
見
な
す
の
は
、
清
朝
が
崩
壊
し
、
財
政
的

に
困
窮
し
た
清
の
帝
室
や
高
官
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
書
画
碑
帖
が
、

中
国
国
内
の
市
場
だ
け
で
は
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
大
規
模

に
日
本
や
欧
米
に
流
出
し
、
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三
―
一
九
一
三
）

に
よ
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集
が
行

わ
れ
、
日
本
の
関
西
を
中
心
と
す
る
中
国
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
成
立
し
た
時
期
だ
か
ら
で
あ
る
（
（
（

。

　

前
稿
（
（
（

に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
犬
養
木
堂
（
毅
、
一
八
五
五

―
一
九
三
二
）
は
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」
を
統
括

し
、
関
西
を
中
心
と
す
る
中
国
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
を

主
導
し
た
人
物
と
い
え
る
。「
収
蔵
集
団
」
と
は
稿
者
の
造
語
で
あ

る
。
一
定
規
模
の
優
れ
た
中
国
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す

る
た
め
に
は
「
賞
鑑
家
」「
収
蔵
家
」「
業
者
」
か
ら
な
る
「
収
蔵
集

団
」
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
集
団
内
で
緊
密
な
連
携
が
取
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。「
賞
鑑
家
」
と
は
中
国
書
画
碑

帖
に
対
す
る
広
範
で
専
門
的
な
知
識
を
持
ち
、
作
品
の
真
贋
の
鑑
定

や
鑑
賞
を
行
っ
た
中
国
事
情
に
精
通
し
た
東
洋
史
の
学
者
、
あ
る
い

は
中
国
に
滞
在
し
、
書
画
碑
帖
の
鑑
識
眼
を
磨
い
た
人
物
を
指
す
。

「
収
蔵
家
」
は
中
国
書
画
碑
帖
に
対
す
る
趣
味
や
造
詣
の
深
さ
が
あ

り
、
何
よ
り
も
潤
沢
な
資
金
力
が
あ
る
素
封
家
や
実
業
家
な
ど
の
人

 　
　

犬
養
木
堂
の
中
国
書
画
碑
帖
の
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旋
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収
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物
で
あ
る
。「
業
者
」
は
「
仲
買
人
」（
ブ
ロ
ー
カ
ー
）
も
含
ま
れ
る
。

賞
鑑
家
や
収
蔵
家
の
間
を
連
絡
調
整
し
、
鑑
定
・
販
売
・
展
覧
・
刊

行
な
ど
の
諸
業
務
を
行
い
、
収
蔵
集
団
の
事
務
局
と
し
て
の
機
能
を

担
っ
て
い
た
。

　

こ
の
収
蔵
集
団
の
賞
鑑
家
に
は
長
尾
雨
山
（
甲
、
一
八
六
四
―
一

九
四
二
）・
羅
振
玉
（
一
八
六
六
―
一
九
四
〇
）・
内
藤
湖
南
（
虎
次

郎
、
一
八
六
六
―
一
九
三
四
）、
収
蔵
家
に
は
上
野
理
一
（
有
竹
斎
、

一
八
四
八
―
一
九
一
九
）・
小
川
為
次
郎
（
簡
斎
、
一
八
五
二
―
一

九
二
六
）・
菊
池
晋
二
（
惺
堂
、
一
八
六
七
―
一
九
三
五
）・
阿
部
房

次
郎
（
筌
州
、
一
八
六
八
―
一
九
三
七
）・
山
本
悌
二
郎
（
二
峰
、

一
八
七
〇
―
一
九
三
七
）・
二
代
目
黒
川
幸
七
（
一
八
七
一
―
一
九

三
八
）・
四
代
目
藤
井
善
助
（
一
八
七
三
―
一
九
四
三
）、
業
者
に
は

博
文
堂
（
初
代
主
人
は
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕、
一
八
五
五
―
一

九
三
八
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
木
堂
の
斡
旋
に
関
し
て
は
竹
浪
遠
「
犬

養
木
堂
（
（
（

」
に
、

…
…
木
堂
自
身
は
、
政
治
資
金
や
他
者
へ
の
援
助
の
必
要
か
ら
、

収
蔵
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
続
々
と
流
入
す
る
中
国
書
画
を
、

親
交
の
あ
る
政
財
界
の
同
好
の
士
へ
斡
旋
し
保
全
を
図
っ
た
。

藤
井
善
助
と
は
党
派
を
共
に
し
た
盟
友
で
あ
り
、
木
堂
か
ら
古

印
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
の
が
蒐
集
の
き
っ
か
け
と
い
う
。
羅

振
玉
が
本
国
の
水
害
救
援
の
た
め
に
書
画
の
譲
渡
先
を
探
し
た

際
も
、
仲
介
の
労
を
と
っ
て
い
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
木
堂
の
書
簡
を
集
成
し
た
鷲
尾
義

直
編
『
犬
養
木
堂
書
簡
集
』（
人
文
閣
、
一
九
四
〇
）、『
新
編
犬
養

木
堂
書
簡
集
』（
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
、
一
九
九
二
）
に
お
い
て
、

中
国
人
収
蔵
家
か
ら
日
本
人
収
蔵
家
に
対
す
る
木
堂
の
中
国
書
画
碑

帖
斡
旋
の
事
例
を
も
と
に
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
中
国
書
画
碑
帖
の
日
本
流
入
や
延
い
て
は
関
西
を

中
心
と
す
る
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か

を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

  

な
お
、
本
稿
で
は
引
用
文
も
含
め
て
常
用
字
体
を
使
用
し
、
人
名

は
通
称
と
し
、〔　

〕
に
は
稿
者
が
補
足
し
た
語
句
を
記
し
、
引
用

文
中
の
ふ
り
が
な
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
上
掲
書
簡
集
を
引
用
す
る

場
合
は
書
簡
番
号
を
附
す
こ
と
に
す
る
（
（
（

。
書
簡
の
表
記
や
改
行
は
統

一
性
に
欠
け
る
も
の
の
原
文
の
ま
ま
と
し
、
脚
注
は
［　

］
内
に
、

改
行
は
「
／
」
で
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

一　

木
堂
と
中
国
人
収
蔵
家

　

木
堂
が
中
国
に
お
い
て
政
治
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
賞
鑑
家
と

し
て
の
声
価
が
高
ま
っ
た
の
は
、
400
「
出
鱈
目
の
効
果
」（
大
正
八

年
一
月
一
日
、
長
尾
雨
山
宛
、
二
八
七
―
二
八
八
頁
）
に
、
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…
…
交
詢
社
一
夕
の
出
鱈
目
講
釈
の
お
蔭
で
支
那
の
友
人
よ
り

追
追
贈
り
来
り
候
出
鱈
目
の
効
果
是
に
て
驚
候
御
一
笑
可
被
下

候

と
あ
る
よ
う
に
、
交
詢
社
で
行
わ
れ
た
講
演
（
後
に
『
木
堂
翰
墨

談
』〔
博
文
堂
合
資
会
社
、
一
九
一
六
〕
と
し
て
刊
行
）
以
後
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
次
の
書
簡
に
見
え
る
斡
旋
事
例
の
時
期
と

も
符
合
す
る
。

・
羅
振
玉　

続
103
「
羅
振
玉
蔵
幅
中
貴
意
ニ
叶
ひ
候
も
の
」（
大

正
六
年
□
月
二
五
日
、
伊
東
巳
代
治
宛
、
一
五
三
―
一
五
四

頁
）

・
康
有
為　

401
「
康
氏
所
蔵
の
東
坡
硯
」（
大
正
八
年
二
月
四
日
、

長
尾
雨
山
宛
、
二
八
八
頁
）、
440
「
蘭
亭
奇
縁
」（
同
年
五
月
六

日
、
原
田
庄
左
衛
門
宛
、
三
一
四
頁
）

・
廉
泉　

436
「
少
〻
御
馳
走
過
き
か
」（
大
正
八
年
七
月
二
日
、

榊
原
鉄
硯
宛
、
三
一
一
―
三
一
二
頁
）、
441
「
四
宝
を
日
本
ニ

置
度
」（
同
年
七
月
二
日
、
原
田
庄
左
衛
門
宛
、
三
一
四
頁
）

・
林
長
民　

388
「
題
跋
に
ハ
垂
涎
」（
大
正
七
年
六
月
一
九
日
、

原
田
庄
左
衛
門
宛
、
二
八
〇
―
二
八
一
頁
）、
549
「
悠
〻
自
適

が
第
一
也
」（
大
正
一
一
年
一
月
一
七
日
、
同
人
宛
、
三
七
三

―
三
七
四
頁
）、
550
「
林
長
民
氏
蔵
幅
」（
同
年
一
月
二
四
日
、

同
人
宛
、
三
七
四
頁
）、
551
「
安
静
が
第
一
義
也
」（
同
年
一
月

二
七
日
、
同
人
宛
、
三
七
四
―
三
七
五
頁
）、
525
「
驚
く
へ
き

名
蹟
」（
同
年
三
月
一
〇
日
、
藤
井
善
助
宛
、
三
六
一
―
三
六

二
頁
）、
552
「
鰈
硯
疑
義
」（
同
年
五
月
二
六
日
、
原
田
庄
左
衛

門
宛
、
三
七
五
頁
）

・
陸
宗
輿　

579
「
支
那
へ
御
出
懸
の
趣
」（
大
正
一
二
年
六
月
二

日
、
原
田
庄
左
衛
門
宛
、
三
八
八
―
三
九
〇
頁
）

・
趙
爾
巽　

952
「
趙
爾
巽
の
蔵
品
」（
昭
和
六
年
一
一
月
六
日
、

原
田
庄
左
衛
門
宛
、
五
八
四
頁
）

・
張
学
良　

947
「
張
学
良
氏
の
宋
版
論
語
」（
昭
和
六
年
一
一
月

八
日
発
信
、
折
田
誓
一
宛
、
五
八
一
頁
）、
948
「
日
本
の
宝
物

と
為
し
た
し
」（
同
年
一
一
月
三
〇
日
、
同
人
宛
、
五
八
一
―

五
八
二
頁
）

　

こ
こ
で
、
上
記
の
中
国
人
収
蔵
家
と
木
堂
の
関
係
に
つ
い
て
見
て

お
こ
う
。
羅
振
玉
は
浙
江
上
虞
の
人
。
清
の
遺
臣
、
考
証
学
者
で
あ

り
、
明
治
四
四
年
か
ら
大
正
八
年
ま
で
日
本
に
寓
居
し
て
執
筆
活
動

に
従
事
し
た
。
ま
た
、「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」（
上

掲
）
で
は
賞
鑑
家
と
し
て
活
動
す
る
一
方
で
、
自
身
が
携
え
て
き
た

大
量
の
文
物
を
売
却
し
て
生
活
の
糧
と
し
て
い
た
（
（
（

。

　

康
有
為
（
一
八
五
八
―
一
九
二
七
）
は
広
東
南
海
の
人
で
あ
り
、

政
治
家
・
思
想
家
・
書
人
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
立
憲
派
に
属
し
、

戊
戌
の
変
法
で
失
脚
し
て
日
本
に
亡
命
し
、
こ
の
時
木
堂
は
康
を
庇
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護
し
た
。
ま
た
、
151
「
康
南
海
蘭
亭
跋
」（
大
正
元
年
一
二
月
二
〇

日
、
原
田
庄
左
衛
門
宛
、
一
二
八
―
一
二
九
頁
）
に
、

…
…
湯
ケ
原
及
熱
海
に
て
康
翁
と
同
宿
一
週
日
其
間
ニ
翁
ノ
書

論
を
承
候
て
面
白
く
覚
候
殊
ニ
翁
ノ
中
鋒
及
撥
鐙
ハ
一
家
風
に

て
中
〻
真
似
出
来
不
申
候

と
あ
る
よ
う
に
、
大
正
元
年
、
湯
河
原
で
一
週
間
も
木
堂
と
書
法
談

義
や
揮
毫
を
行
い
、
同
年
一
二
月
に
は
木
堂
所
蔵
の
「
宋
拓
定
武
本

蘭
亭
序
」（
唐
順
之
旧
蔵
、
東
京
国
立
博
物
館
寄
託
、『
宋
拓
定
武
蘭

亭
叙
』
附
載
康
有
為
跋
〔
油
谷
博
文
堂
、
一
九
一
三
〕
所
収
）
に
跋

を
寄
せ
て
い
る
。

　

廉
泉
（
一
八
六
八
―
一
九
三
一
）
は
江
蘇
無
錫
の
人
。
号
は
南
湖
、

小
万
柳
堂
。
漢
詩
人
・
収
蔵
家
と
し
て
名
高
く
、
上
海
で
文
明
書
局

の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
著
名
な
の
は

「
南
湖
四
宝
」
と
清
の
宮
本
昂
・
宮
玉
甫
兄
弟
か
ら
割
愛
さ
れ
た
明

清
書
画
名
人
に
よ
る
約
千
枚
の
扇
面
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
す
で

に
鈴
木
洋
保
氏
や
戦
暁
梅
氏
の
先
行
研
究
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
木

堂
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
（
（
（

。
大
正
七
年
四
月
、

南
湖
四
宝
の
一
つ
で
あ
る
「
澄
清
堂
帖
」（
邢
侗
旧
蔵
の
零
本
、
北

京
故
宮
博
物
院
蔵
）
に
木
堂
は
跋
文
を
書
き
、
ま
た
、
大
正
八
年
頃
、

木
堂
家
蔵
の
上
掲
「
宋
拓
定
武
本
蘭
亭
序
」
に
跋
文
を
記
し
て
も
ら

っ
て
い
る
よ
う
に
、
文
墨
を
通
じ
た
交
流
が
あ
っ
た
（
（
（

。

　

林
長
民
（
一
八
七
六
―
一
九
二
五
、
異
説
あ
り
）
は
福
建
閩
侯
の

人
。
早
稲
田
大
学
に
留
学
し
、
清
末
に
は
康
と
同
じ
く
立
憲
派
の
一

員
で
あ
り
、
後
に
北
京
政
府
の
要
人
と
し
て
民
国
六
年
に
司
法
部
総

長
に
就
任
し
て
い
る
。
晩
年
は
奉
天
派
の
郭
松
齢
の
秘
書
長
と
な
り
、

活
動
中
に
戦
死
し
た
。
書
画
碑
帖
の
収
蔵
家
で
あ
る
が
、
上
掲
525
に
、

「
…
…
陶
県
の
名
家
に
て
其
祖
父
の
顕
官
た
り
し
時
ニ
蒐
集
し
た
る

も
の
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
収
集
は
祖
父
の
代
に
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
原
田
悟
朗
「
木
堂
先
生
と
博
文
堂
（
三
）」（『
書
論
』

一
二
（
（
（

所
収
）
に
、

…
…
第
一
番
に
口
火
を
切
り
ま
し
た
の
は
、
林
長
民
氏
の
も
の

で
、
あ
る
日
突
然
博
文
堂
の
店
に
は
大
量
の
支
那
鞄
が
陸
続
と

し
て
到
着
し
ま
し
た
。
軍
資
金
調
達
の
た
め
緊
急
に
必
要
な
の

で
月
日
と
金
額
を
明
記
し
て
手
配
あ
れ
と
の
こ
と
で
し
た
。
木

堂
先
生
に
連
絡
し
ま
す
と
、「
も
う
来
ま
し
た
か
」
と
あ
ま
り

に
早
い
の
で
驚
か
れ
た
よ
う
で
し
た
。

と
見
え
る
よ
う
に
、
林
は
軍
資
金
調
達
の
た
め
に
辛
亥
革
命
直
後
に

博
文
堂
を
介
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
を
図
っ
て
お
り
、
す
で
に

こ
の
頃
に
は
木
堂
と
の
関
係
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

陸
宗
輿
（
一
八
七
六
―
一
九
四
一
、
異
説
あ
り
）
は
政
治
家
・
外

交
官
。
早
稲
田
大
学
に
留
学
し
た
親
日
派
の
人
物
で
あ
り
、
民
国
二

年
か
ら
五
年
ま
で
駐
日
全
権
公
使
に
就
任
す
る
が
、
五
・
四
運
動
の
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際
に
曹
汝
霖
・
章
宗
祥
と
と
も
に
失
脚
し
た
。
上
掲
579
に
、

…
…
陸
ハ
先
年
公
使
と
し
て
参
り
居
た
る
も
の
小
生
ハ
其
学
生

時
代
よ
り
懇
意
の
人
ニ
候
今
日
ハ
成
金
と
相
成
居
候
…
…
彼
ハ

成
金
の
勢
に
て
書
画
を
集
め
居
れ
ど
元
来
其
趣
味
も
鑒
識
も
な

き
人
物
ニ
付
…
…

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
木
堂
は
陸
の
日
本
留
学
中
に
面
識
を

得
て
い
た
こ
と
、
ま
た
陸
の
収
蔵
は
趣
味
も
鑑
識
も
な
く
形
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

趙
爾
巽
（
一
八
四
四
―
一
九
二
七
）
は
漢
軍
正
藍
旗
の
人
。
東
三

省
総
督
を
務
め
、
辛
亥
革
命
後
に
奉
天
都
督
と
な
っ
た
が
ほ
ど
な
く

し
て
辞
職
す
る
。
民
国
三
年
、
清
史
館
の
総
裁
と
な
り
『
清
史
稿
』

を
編
纂
し
た
。
木
堂
は
明
治
四
〇
年
か
ら
翌
年
ま
で
の
第
二
次
訪
中

時
に
武
昌
で
湖
広
総
督
の
趙
と
面
識
を
得
て
お
り
、
そ
れ
以
来
関
係

が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
（
（
（

、
趙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
及
び
、
木
堂

と
趙
の
文
墨
を
め
ぐ
る
交
友
は
不
明
で
あ
る
。

　

張
学
良
（
一
九
〇
一
―
二
〇
〇
一
）
は
遼
寧
海
城
の
人
。
奉
天
派

の
領
袖
張
作
霖
の
長
男
で
軍
人
・
政
治
家
と
し
て
活
動
し
た
。
昭
和

三
年
の
張
作
霖
爆
殺
事
件
の
後
に
易
幟
を
行
い
中
国
国
民
党
に
降
っ

た
が
、
民
国
二
五
年
の
西
安
事
件
後
に
失
脚
し
た
。
ま
た
、
張
は
書

画
碑
帖
・
古
籍
版
本
の
収
蔵
家
で
も
あ
っ
た
。
向
斯
「
八 

張
学
良

痴
迷
故
宮
書
画
」（『
故
宮
往
事
（
（1
（

』
所
収
）
で
は
故
宮
博
物
院
の
理
事

に
就
任
後
に
古
書
画
の
収
集
を
始
め
た
と
見
る
が
、
昭
和
六
年
一
二

月
中
旬
に
張
が
木
堂
に
宛
て
た
密
書
に
は
、

…
…
私
信
は
、
私
有
財
産
に
関
す
る
も
の
で
、
満
洲
で
日
本
軍

に
抑
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
財
産
一
切

―
亡
父
張
作
霖
遺
品
を

含
む

―
が
何
と
か
手
元
に
返
る
よ
う
御
尽
力
願
え
ま
い
か
。

財
産
私
財
と
申
す
が
、
書
物
で
あ
る
、
古
美
術
で
あ
る
、
書
で

あ
る
、
拓
本
で
あ
る
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
父
作
霖
の
時
か
ら
す
で
に
収
集
が
始
め
ら
れ
て
い

た
と
見
て
良
い
。
な
お
、
こ
の
密
書
は
す
で
に
失
わ
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
引
い
た
の
は
犬
養
道
子
「
青
い
手
紙
」（
同
『
あ
る
歴
史
の

娘
（
（1
（

』
所
収
）
で
道
子
が
記
し
た
犬
養
健
遺
稿
メ
モ
の
概
要
に
基
づ
い

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
斡
旋
の
委
細
は
後
に
述
べ
る
が
、
羅
は
博
文
堂
を
経

て
木
堂
、
康
・
廉
・
林
・
陸
は
直
接
木
堂
に
依
頼
し
て
い
る
が
、
趙

（
遺
族
）
と
張
に
関
し
て
は
木
堂
が
中
国
か
ら
の
情
報
を
得
て
、
積

極
的
に
斡
旋
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
例
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。

　

趙
に
関
し
て
は
、
上
掲
952
に
、

…
…
済
南
ニ
僑
住
の
高
洲
太
助
氏
の
此
頃
の
来
簡
ニ
趙
爾
巽

（
雨（

マ
マ
）江

総
督
東
三
衛

（
マ
マ
）〔

省
〕
総
督
を
勤

（
マ
マ
）〔

務
〕
め
た
る
学
者
）

の
寡
婦
済
南
ニ
居
住
の
人
其
所
蔵
品
を
売
却
す
る
意
あ
り
と
の

事
ニ
付
目
録
が
あ
れ
ハ
送
り
来
ル
べ
し
と
申
遣
ハ
し
置
候
趙
氏
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の
所
蔵
な
れ
バ
必
す
面
白
き
も
の
あ
る
へ
き
筈
也
若
し
目
録
ニ

尤
物
［
註 

以
下
断
簡
］
／
悟
朗
君
出
懸
け
る
価
値
あ
る
べ
し

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
雨
江
総
督
」（「
両
江
総
督
」）
は
「
湖
広
総

督
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
中
国
各
地
の
領
事
や
中
華
民
国

の
塩
務
官
を
歴
任
し
た
元
外
交
官
で
、
済
南
僑
住
の
高
洲
太
助
（
一

八
六
九
―
？
）
か
ら
、
木
堂
は
趙
の
寡
婦
が
そ
の
旧
蔵
品
を
売
却
す

る
意
志
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
得
て
、
原
田
悟
朗
（
庄
左
衛
門
五

男
）
に
さ
っ
そ
く
そ
の
交
渉
を
促
し
て
い
る
。

　

張
に
関
し
て
は
、
上
掲
947
に
、
情
報
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の

私
邸
が
火
災
に
遭
っ
た
時
に
張
が
所
蔵
す
る
宋
版
論
語
の
行
方
を
気

に
懸
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
掲
948
に
、

…
…
張
学
良
収
蔵
の
宋
版
ハ
論
語
の
み
に
あ
ら
す
多
数
の
宋
版

本
を
収
蔵
し
た
る
が
天
津
ニ
赴
く
前
ニ
満
洲
（
奉
天
）
の
富
豪

ニ
四
十
万
元
借
り
其
抵
当
ニ
為
し
た
る
趣
一
纏
四
十
万
元
と
聞

て
ハ
目
下
の
不
景
気
で
ハ
如
何
な
る
富
豪
も
買
ひ
能
ハ
ざ
る
へ

き
か
窮
措
大
老
生
の
如
き
ハ
只
何
人
で
も
よ
し
之
を
得
て
日
本

の
宝
物
と
為
し
た
き
望
あ
る
の
み　

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
木
堂
は
宋
版
論
語
を
含
め
た
「
多
数
の

宋
版
本
」
が
四
十
万
元
で
奉
天
の
富
豪
に
抵
当
に
さ
れ
て
い
る
と
い

う
情
報
を
掴
み
、
折
田
誓
一
（
？
―
一
九
三
三
）
を
通
じ
て
日
本
に

持
ち
込
も
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
折
田
に
つ
い
て
は
、
697

「
印
篆
も
亦
難
い
哉
」（
昭
和
二
年
二
月
一
一
日
、
折
田
誓
一
宛
、
四

五
四
頁
）
の
鷲
尾
義
直
注
に
、

折
田
氏
、
翠
村
と
号
し
て
俳
句
を
能
く
し
『
翠
村
句
集
』
の
著

あ
り
。
多
年
支
那
に
在
り
て
書
画
骨
董
の
売
買
に
従
ひ
、
頗
る

木
堂
先
生
の
信
任
を
得
た
人
物
で
あ
つ
た
。

と
あ
る
。
ま
た
、
折
田
義
男
『
翠
村
句
集
』（
私
家
版
、
一
九
三

四
）
に
見
え
る
大
正
一
二
年
の
詞
書
を
見
た
だ
け
で
も
、「
犬
養
木

堂
翁
を
訪
ふ
」
を
は
じ
め
と
し
て
、「
北
京
二
句
（
二
月
）」「
奉
天

よ
り
東
京
へ
」「
旅
順
大
連
を
廻
り
て
（
七
月
）」「
中
村
不
折
先
生

を
訪
ふ
」「
小
室
翠
雲
、
結
城
蓄
堂
両
先
生
と
語
る
二
句
」「
陳
衡

恪
画
伯
を
訪
ふ
」「
陳
年
画
伯
を
訪
ふ
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
折

田
は
北
京
や
中
国
東
北
部
、
東
京
を
往
来
し
て
日
中
の
書
画
家
と
交

流
し
、
現
地
の
事
情
に
明
る
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
林
長
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
斡
旋
に
関
し
て
、
上

掲
550
に
、

敬
啓
林
長
民
氏
蔵
幅
ハ
貴
店
宛
ニ
送
リ
来
る
様
申
送
置
候
／
取

扱
ハ
都
べ
て
在
北
京
の
桑
田
豊
蔵
氏
ニ
托
し
置
候
此
人
ハ
小
生

親
密
の
人
に
て
林
長
民
の
親
友
ニ
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
木
堂
は
林
に
対
し
て
中
国
本
土
に
あ
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
博
文
堂
に
送
付
す
る
よ
う
に
促
し
、
北
京
で
の
取
り
扱
い

を
桑
田
豊
蔵
（
一
八
七
五
―
一
九
二
三
）
と
し
た
。
桑
田
は
東
亜
同
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文
会
と
も
繋
が
り
の
深
い
中
国
通
で
あ
り
、
斡
旋
の
当
時
は
外
務
省

の
意
を
受
け
て
嘱
託
や
宣
伝
工
作
な
ど
に
携
わ
っ
て
お
り
、
木
堂
も

明
治
四
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
第
二
次
訪
中
時
に
桑
田
と
面
識

を
得
て
い
る
（
（1
（

。
東
亜
同
文
会
は
日
中
親
善
、
中
国
領
土
保
全
、
隣
邦

開
発
を
目
的
と
し
た
民
間
団
体
で
あ
り
、
木
堂
も
評
議
員
と
し
て
同

会
発
足
当
初
か
ら
関
係
が
深
く
、
第
二
次
訪
中
で
は
行
く
先
々
で
同

会
系
の
人
物
ら
の
歓
待
を
受
け
て
い
る
（
（1
（

。

  

こ
の
よ
う
に
、
木
堂
の
斡
旋
に
は
元
外
交
官
の
高
洲
、
骨
董
商
の

折
田
、
東
亜
同
文
会
と
も
関
わ
り
の
深
い
桑
田
の
よ
う
な
在
中
日
本

人
の
協
力
者
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

二　

斡
旋
の
実
際

　

木
堂
の
斡
旋
に
関
し
て
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
規
模
に
よ
っ
て
対

応
が
異
な
っ
て
い
た
。
康
の
事
例
で
は
、
上
掲
401
に
、

…
…
康
南
海
〔
有
為
〕
折
角
頼
来
候
ニ
付
其
書
画
等
を
処
分
致

度
と
存
候
得
共
書
画
ハ
概
ネ
汚
れ
居
邦
人
の
嗜
好
に
適
せ
す
其

儘
ニ
致
居
候
因
て
其
中
少
し
に
て
も
金
に
し
て
送
り
度
と
友
人

相
談
中
ニ
御
座
候

と
あ
る
よ
う
に
、
大
正
八
年
、
木
堂
は
康
の
金
策
の
た
め
に
斡
旋
を

引
き
受
け
て
い
る
。
さ
て
、
同
一
五
年
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
一
日

ま
で
の
三
日
間
、
康
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
立
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
売

立
は
「
中
華
民
国
康
有
為
氏
所
蔵 

菊
池
悟
郎
氏
後
援
会
書
画
道
具

展
観
即
売
会
」
と
命
名
さ
れ
、
川
部
商
会
、
小
山
〔
常
次
郎
か
〕、

清
水
〔
辰
三
郎
か
〕
を
会
主
、
東
京
美
術
倶
楽
部
を
会
場
と
し
、
約

一
二
〇
点
が
展
示
さ
れ
た
。
金
華
山
人
「
怪
し
の
古
書
画
」（『
東
京

朝
日
新
聞
』
大
正
一
五
年
四
月
二
日
朝
刊
第
三
面
（
（1
（

）
に
、

…
…
◇
康
有
為
君
の
万
木
草
堂
書
画
目
録
（
現
に
岸
田
劉
生
君

の
所
有
す
る
）
に
載
れ
る
名
画
珍
ぼ
く
は
、
全
然
今
回
の
陳
列

品
中
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
大
正
五
六
年
頃
康
有
為
君
は

万
木
草
堂
所
蔵
の
書
画
類
を
米
国
富
豪
某
氏
へ
売
渡
し
た
る
は

当
時
隠
れ
も
な
き
事
で
、
我
輩
は
東
洋
美
術
の
精
花
は
米
国
へ

奪
は
れ
た
り
と
し
て
痛
憤
し
た
の
で
あ
つ
た
。
恐
ら
く
今
回
持

ち
来
れ
る
書
画
類
は
万
木
草
堂
に
残
れ
る
数
点
と
外
間
よ
り
集

め
た
る
百
余
点
と
を
い
は
ゆ
る
天
下
の
絶
品
た
る
万
木
草
堂
書

画
と
し
て
陳
列
し
た
も
の
で
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。

と
見
え
る
よ
う
に
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
優
品
は
、
大
正
五
・
六

年
頃
に
す
で
に
米
国
の
富
豪
に
売
却
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
記
事
に
よ

っ
て
、
木
堂
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
た
時
に
は
す
で
に
斡
旋
で
き
る

優
品
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
木
堂
は
こ
の
よ

う
な
小
規
模
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
、「
友
人
相
談
中
ニ
御

座
候
」（
上
掲
401
）
と
あ
る
よ
う
に
、
知
己
に
対
し
て
個
別
に
斡
旋

し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。            　
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一
方
、
斡
旋
の
難
し
い
大
規
模
で
高
額
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し

て
は
、
木
堂
が
主
導
し
て
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」

を
主
体
と
し
て
組
織
的
に
斡
旋
し
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
斡
旋
の
一
連

の
経
緯
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
林
の
事
例
を
中
心
に
見
て
お
こ
う
。

上
掲
388
に
、

…
…
過
日
支
那
の
一
友
人
〔
林
を
指
す
〕
の
持
参
し
た
る
画
巻

京
都
に
て
湖
南
雨
山
雪
堂
［
註 

羅
氏
］
三
君
の
展
閲
を
経
た

る
筈
ソ
レ
ハ
／
李
龍
眠
画
巻
／
梁
楷
画
巻
／
張
渥
画
巻
／
等
也

と
あ
る
よ
う
に
、
大
正
七
年
、
林
は
来
日
し
、
京
都
で
羅
・
雨
山
・

湖
南
と
交
わ
り
、
家
蔵
の
梁
楷
「
十
六
応
真
図
」（
陳
宝
琛
・
林
・

阿
部
旧
蔵
、
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
（
（1
（

）
に
跋
を
求
め
、
ま
た
「
李
龍
眠

画
巻
」
な
ど
を
木
堂
に
預
け
た
。
そ
の
後
、
大
正
一
一
年
一
月
七
日
、

木
堂
は
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
を
博
文
堂
の
原
田
に
持
ち
か
け

（
上
掲
549
）、
同
月
二
七
日
に
、

敬
復
毎
幅
価
を
定
め
来
る
様
申
候
左
れ
ど
是
ハ
或
ハ
困
難
か
も

知
れ
ず 

昨
日
雨
山
君
鉄
研

（
マ
マ
）〔
硯
〕
君
と
共
ニ
来
訪
せ
ら
れ
数

時
間
暢
談
致
候
林
氏
書
幅
の
事
も
話
置
候
小
生
の
手
元
ニ
あ
り

し
目
録
を
持
帰
ら
れ
候
（
上
掲
551
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、「
目
録
」
を
も
と
に
賞
鑑
家
の
雨
山
と
榊
原
鉄

硯
（
浩
逸
、
一
八
五
五
―
一
九
三
七
）
に
相
談
し
、
林
が
求
め
る
毎

幅
の
価
格
設
定
は
困
難
で
あ
り
、
一
括
で
の
売
却
が
望
ま
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。
目
録
に
関
し
て
は
、
趙
の
事
例
（
上
掲
952
）
で
も

「
…
…
目
録
が
あ
れ
ハ
送
り
来
ル
べ
し
と
申
遣
ハ
し
置
候
」
と
あ
る

よ
う
に
斡
旋
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
目
録
が
作
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
事
前
に
作
成
さ
れ
た
中
国
人
収
蔵
家
の
目
録
と
そ
の

内
容
に
基
づ
い
て
、
木
堂
は
賞
鑑
家
を
交
え
て
一
括
売
却
、
あ
る
い

は
散ば
ら

売
り
に
す
る
の
か
と
い
っ
た
斡
旋
の
基
本
方
針
を
決
め
た
よ
う

で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
賞
鑑
家
の
正
式
な
鑑
定
を
経
て
は
じ
め
て
日
本
人
収

蔵
家
に
売
却
の
相
談
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
上
掲
525
で
は
、
大

正
一
一
年
三
月
一
〇
日
、
藤
井
に
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
背
景
な

ど
を
述
べ
た
上
で
、

…
…
長
尾 

内
藤
［
註 

雨
山
湖
南
］
両
氏
ニ
鑑
定
を
求
め
候
処

其
中
の
名
物
た
る
／
梁
楷
画
巻
／
李
龍
眠
画
巻
／
ハ
尤
も
驚
く

へ
き
名
蹟
と
し
て
両
氏
と
も
ニ
保
証
致
候
両
氏
保
証
の
根
拠
ハ

北
京
に
て
武
英
殿
陳
列
の
前
清
の
御
物
を
実
見
し
て
毫
も
疑
な

き
も
の
と
断
定
せ
ら
れ
候
も
の
に
候
…
…
博
文
堂
を
御
呼
寄
の

上
御
一
覧
可
被
下
候
其
上
に
て
二
巻
を
御
買
取
被
下
候
ハ
ヽ
啻

に
貴
家
の
宝
物
た
る
の
み
な
ら
ず
恐
ら
く
日
本
に
て
始
め
て
李

龍
眠
の
真
蹟
を
得
る
こ
と
に
可
相
成
候
右
二
巻
を
除
き
て
ハ
高

価
の
も
の
ハ
無
之
多
く
ハ
近
代
人
の
作
に
て
普
通
の
も
の
に
候

若
し
目
録
全
部
引
纏
め
て
御
取
被
成
て
は
如
何
一
切
に
て
十
万
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円
得
た
し
と
の
希
望
の
趣
ニ
候

と
あ
る
よ
う
に
、
木
堂
は
武
英
殿
陳
列
の
も
の
と
様
式
が
同
じ
名
品

で
あ
る
と
い
う
雨
山
・
湖
南
の
鑑
定
を
記
し
、
さ
ら
に
優
品
二
巻
だ

け
で
な
く
蔵
幅
の
一
括
購
入
を
藤
井
に
勧
め
た
が
、
結
局
こ
の
斡
旋

は
不
調
に
終
わ
っ
て
い
る
（
上
掲
552
）。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
羅
の
事
例
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
正
六
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
羅
は
河
北
省
な
ど
の
大

規
模
な
水
害
に
対
す
る
義
援
金
を
捻
出
す
る
た
め
に
家
蔵
の
書
画
碑

帖
や
自
身
の
篆
隷
作
品
の
売
却
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
、
王
慶
祥

他
校
注
『
羅
振
玉
王
国
維
往
来
書
信
』（
東
方
出
版
社
、
二
〇
〇

〇
）
所
収
の
書
簡
番
号
三
九
三
・
三
九
五
・
三
九
七
・
三
九
九
・
四

〇
〇
・
四
〇
一
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
三
九
九 

羅
振
玉
致

王
国
維
」（
一
九
一
七
年
一
一
月
一
四
日
、
三
一
二
―
三
一
三
頁
）

に
、

…
…
日
来
忙
售
物
助
振
事
、
頗
碌
碌
。
今
日
略
有
端
倪
。
此
事

之
初
発
生
、
由
于
山
本
欲
譲
北
苑
巻
。
弟
告
博
文
主
人
、
謂
此

非
有
所
吝
。
現
欲
将
書
画
全
数
售
充
振
事
、
恐
山
本
吝
于
出
納
、

非
別
覓
他
人
不
可
。
博
文
主
人
乃
至
東
京
運
動
、
犬
養
木
堂
乃

大
感
動
、
允
極
力
賛
成
、
言
有
富
人
三
四
輩
、
当
為
介
紹
。
後

有
信
致
博
文
主
人
、
托
長
尾
雨
山
認
鑑
定
。
雨
山
来
両
次
、
選

択
至
苛
、
至
精
之
品
、
略
有
瑕
疵
者
即
棄
之
、
而
菁
華
一
網
無

遺
。
…
…
現
已
成
交
者
一
万
七
千
元
、
其
余
則
彼
応
十
三
酌
定

（
木
堂
来
電
言
有
望
）、
若
果
成
、
当
得
十
万
元
。
然
除
手
数
料

二
成
、
又
改
日
幣
為
中
幣
、
但
能
得
五
万
余
耳
。

（
…
…
日
来 

售
物
助
振
の
事
に
忙
し
く
、
頗
る
碌
碌
た
り
。

今
日
略す

こ

し
く
端
倪
有
り
。
此
の
事
の
初
め
て
発
生
す
る
は
、
山

本
〔
二
峰
〕
に
北
苑
〔
董
源
〕
の
巻
を
譲
ら
ん
と
欲
す
る
に
由

る
。
弟
〔
羅
〕
博
文
〔
堂
〕
主
人
に
告
げ
、
此
れ
吝
し
む
所
有

る
に
非
ず
と
謂
ふ
。
現
に
書
画
全
数
を
将
つ
て
售
り
て
振
事
に

充
て
ん
と
欲
す
る
も
、
恐
ら
く
は
山
本
出
納
す
る
を
吝
し
み
、

別
に
他
人
を
覓
め
る
に
非
ざ
れ
ば
可
な
ら
ず
。
博
文
〔
堂
〕
主

人
乃
ち
東
京
に
至
り
て
運
動
し
、
犬
養
木
堂
乃
ち
大
い
に
感
動

し
、
允
に
極
力
賛
成
し
、
言
ふ
に
富
人
三
四
輩
有
り
、
当
に
介

紹
を
為
す
べ
し
と
。
後
に
信
を
博
文
〔
堂
〕
主
人
に
致
す
有
り
、

長
尾
雨
山
に
托
し
て
鑑
定
を
認お

こ
なは
し
む
。
雨
山
来
た
る
こ
と
両

次
、
選
択
至
つ
て
苛か

ら

く
、
至
精
の
品
も
、
略
し
く
瑕
疵
の
者
有

れ
ば
即
ち
之
を
棄
て
て
、
菁
華
一
網
に
し
て
遺
す
こ
と
無
し
。

…
…
現
に
已
に
成
交
す
る
者
一
万
七
千
元
、
其
の
余
則
ち
彼
応

に
十
三
に
酌
定
す
べ
し
（
木
堂
来
電
し
て
望
み
有
り
と
言
ふ
）、

若も果
し
成
さ
ば
、
当
に
十
万
元
を
得
た
る
べ
し
。
然
る
に
手
数

料
二
成
を
除
き
、
又
た
日
幣
を
改
め
中
幣
と
為
さ
ば
、
但
だ
能

く
五
万
余
を
得
た
る
の
み
。）
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
羅
は
水
害
に
対
す
る
義
援
金
と
し

て
斡
旋
や
両
替
の
手
数
料
を
除
い
た
五
万
元
を
算
段
す
る
た
め
、
博

文
堂
の
原
田
を
仲
介
し
て
収
蔵
家
の
山
本
に
売
却
を
図
ろ
う
と
し
た
。

し
か
し
思
う
よ
う
に
運
ば
ず
、
原
田
が
東
京
方
面
で
別
の
斡
旋
先
を

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
木
堂
が
こ
れ
に
協
力
し
て
「
富
人
三
四
輩
」

に
紹
介
し
た
と
い
う
。
木
堂
は
原
田
を
介
し
て
雨
山
に
二
度
も
厳
格

な
鑑
定
を
行
わ
せ
た
上
で
日
本
人
収
蔵
家
に
斡
旋
し
、
羅
は
一
万
七

千
元
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
四
〇
〇
・
四
〇
一
書
簡

に
よ
る
と
、
そ
の
後
関
西
方
面
の
収
蔵
家
に
も
引
き
続
き
斡
旋
し
た

と
い
う
が
、
結
局
二
万
元
に
も
満
た
な
か
っ
た
と
い
う
。

  

さ
て
、
こ
の
書
簡
に
見
え
る
「
富
人
三
四
輩
」
に
官
僚
・
政
治
家

で
あ
っ
た
伊
東
巳
代
治
（
一
八
五
七
―
一
九
三
四
）
が
含
ま
れ
て
い

た
。
上
掲
続
103
に
、

敬
啓
、
羅
振
玉
蔵
幅
／
中
、
貴
意
ニ
叶
ひ
候
も
の
も
／
御
座
候

ハ
ヽ
、
御
一
報
次
第
／
博
文
堂
持
参
為
致
／
可
申
候
、
右
ハ
拙

宅
へ
／
御
一
報
に
て
も
、
又
ハ
／
写
真
師
小
川
一
真
宅
／
に
電

話
に
て
御
申
遣
し
／
被
下
て
も
よ
し
、
小
川
ハ
／
博
文
堂
ノ
胞

弟
ニ
／
御
座
候
、
…
…
博
文
堂
帰
期
も
／
切
迫
ニ
付
、
可
成
直

接
／
小
川
へ
御
電
話
被
下
度

と
あ
る
よ
う
に
、
木
堂
は
伊
東
に
斡
旋
す
る
。
伊
東
に
は
『
伯
爵
伊

東
家
岩
佐
家
某
家
所
蔵
刀
剣
書
画
道
具
入
札
』（
一
九
三
七
）
が
備

わ
る
よ
う
に
、
刀
剣
・
書
画
骨
董
の
収
蔵
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

た
人
物
で
あ
り
、「
羅
振
玉
蔵
幅
／
中
、
貴
意
ニ
叶
ひ
候
も
の
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
堂
は
博
文
堂
を
介
し
て
目
録
に
よ
る

販
売
を
斡
旋
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
羅
が
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収

蔵
集
団
」
の
賞
鑑
家
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
度
も
雨
山
の
鑑
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
該
収
蔵
集
団
の
鑑
定
の
公

平
さ
を
保
ち
、
そ
れ
が
厳
正
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
対
外
的
に
示
す
た

め
と
見
ら
れ
る
が
、
羅
は
雨
山
の
鑑
識
眼
を
認
め
な
が
ら
も
胸
中
は

複
雑
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
林
の
事
例
で
は
藤
井
、
羅
の

事
例
で
は
伊
東
に
木
堂
が
直
接
斡
旋
に
乗
り
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
斡
旋
の
難
し
い
大
規
模
、
あ
る
い
は
高
額
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売

却
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
実
際
の
日
本
人
収
蔵
家
へ
の
売
り
込
み

や
価
格
設
定
と
い
っ
た
実
務
は
基
本
的
に
業
者
の
博
文
堂
が
担
っ
て

い
た
と
見
て
良
い
。
580
「
御
書
簡
に
て
分
明
」（
大
正
一
二
年
六
月

五
日
、
原
田
庄
左
衛
門
宛
、
三
九
〇
頁
）
に
、

長
谷
川
の
件
前
日
の
電
話
に
て
ハ
意
味
も
判
ら
ざ
り
し
が
今
日

著
の
御
書
簡
に
て
分
明
ニ
相
成
候
湖
南
氏
ニ
価
値
を
評
せ
し
め

ん
と
ハ
以
て
の
外
の
事
也
何
人
ニ
限
ら
す
品
物
の
真
偽
ハ
評
定

し
得
る
も
価
の
事
ハ
商
売
気
な
き
も
の
ニ
求
る
ハ
無
理
也
又
甚

無
礼
至
極
也
早
速
長
谷
川
ニ
答
へ
置
可
申
候
兎
角
俗
人
ハ
鑒
定
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を
求
め
来
て
其
価
格
を
尋
る

あ
り
小
生
な
ど
も
未
曾
て
価
を

評
定
し
た
る
こ
と
ハ
な
し

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
賞
鑑
家
は
鑑
定
を
行
う
が
、
価
格
を

決
定
す
る
の
は
商
売
人
（
業
者
）
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
木
堂
が
持

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
に
見
る
廉
の
事
例
に
も
示

さ
れ
て
い
る
。　

　

・
…
…
又
云
渠
の
所
謂
四
宝
幷
乾
隆
御
物
小
品
ハ
此
度
博
文
堂
ニ

托
し
て
価
を
待
つ
ニ
付
小
生
よ
り
尚
博
文
堂
ニ
督
励
を
頼
む
と

の
事
僕
因
て
早
速
博
文
ニ
申
遣
候
（
上
掲
436
）

　

・
…
…
小
万
柳
堂
四
宝
幷
乾
隆
小
品
等
其
售
売
を
博
文
堂
ニ
托
し

た
る
に
付
て
ハ
十
分
尽
力
し
て
く
れ
る
様
に
小
生
よ
り
頼
み
く

れ
と
申
来
候
…
…
但
画
の
上
ニ
付
て
ハ
湖
南
雨
山
の
鑒
定
を
俟

つ
（
上
掲
441
）

大
正
八
年
、
廉
は
い
わ
ゆ
る
「
南
湖
四
宝
」
と
「
乾
隆
小
品
」
の
売

却
を
博
文
堂
に
依
頼
し
、
木
堂
に
も
博
文
堂
に
「
督
励
」
す
る
よ
う

に
促
し
て
い
る
。
鈴
木
洋
保
氏
に
よ
る
と
、
南
湖
四
宝
と
は
「
南
唐

拓
本
王
右
軍
澄
清
堂
〔
帖
〕」「
宋
趙
大
年
雪
漁
図
巻
」「
元
鮮
于
枢

趙
孟
頫
合
筆
千
字
文
巻
」「
明
姚
広
孝
為
中
山
王
徐
達
作
山
水
図

巻
」
を
指
し
、「
乾
隆
小
品
」
は
二
四
件
の
乾
隆
年
間
の
朝
官
や
内

廷
供
奉
の
応
詔
の
作
を
指
す
と
い
う
（
（1
（

。「
博
文
堂
ニ
托
し
て
価
を
待

つ
」（
上
掲
436
）
と
あ
る
よ
う
に
価
格
設
定
は
博
文
堂
に
任
さ
れ
て

お
り
、
同
時
に
「
湖
南
雨
山
の
鑒
定
」（
上
掲
441
）
を
求
め
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
木
堂
は
中
国
人
収
蔵
家
か
ら
の
斡
旋
依
頼
の
す
べ
て

に
応
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
陸
の
事
例
を
示
す
上
掲
579
に
、

…
…
茲
ニ
御
面
倒
を
願
度
ハ
曾
て
陸
宗
輿
よ
り
送
り
来
り
居
る

邵
康
節
〔
雍
〕
の
偽
物
を
返
却
致
度
貴
重
品
小
包
に
て
貴
店
迄

差
出
置
可
申
候
…
…
又
啓 

邵
康
節
の
十
幅
も
の
ゝ
件
／
陸
宗

輿
氏
ニ
ハ
経
済
界
の
衰
微
時
代
ニ
際
会
し
た
る
が
故
ニ
奈
何
と

も
出
来
ざ
り
し
意
味
に
て
御
話
可
被
下
彼
ハ
成
金
の
勢
に
て
書

画
を
集
め
居
れ
ど
元
来
其
趣
味
も
鑒
識
も
な
き
人
物
ニ
付
此
幅

も
真
跡
と
心
得
居
た
る
に
相
違
な
し
是
も
金
ニ
窮
し
て
売
に
出

し
た
る
に
あ
ら
す
之
を
以
て
天
津
の
水
害
救
済
費
に
寄
付
と
の

宣
伝
的
売
却
の
筈
な
り
し
也　

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
木
堂
は
陸
が
送
り
つ
け
て
き
た
北
宋
の
邵
雍

十
幅
を
贋
作
と
鑑
定
し
た
上
で
、
原
田
が
北
京
に
行
く
つ
い
で
に
陸

へ
の
返
却
と
伝
言
を
頼
ん
で
い
る
。
木
堂
は
、
陸
が
成
金
で
鑑
識
も

な
く
、
天
津
の
水
害
の
義
援
金
に
充
て
る
た
め
の
「
宣
伝
的
売
却
」

を
意
図
し
た
こ
と
を
返
却
理
由
に
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、

木
堂
と
交
友
関
係
が
深
く
て
も
書
画
碑
帖
を
鑑
賞
す
る
に
足
る
文
人

的
素
養
の
な
い
人
物
や
、
財
政
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
人
物
の
斡
旋

に
は
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

”
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
主
に
木
堂
の
書
簡
を
分
析
し
、
中
国
人
収
蔵
家
か
ら
日

本
人
収
蔵
家
に
対
す
る
木
堂
の
中
国
書
画
碑
帖
斡
旋
の
事
例
を
も
と

に
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
小
規
模
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
木
堂
が
個
別
に
斡
旋
す
る
場
合
も
見
ら
れ
た

が
、
斡
旋
の
難
し
い
大
規
模
で
高
額
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
、

木
堂
が
主
導
し
て
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」
に
よ
っ

て
組
織
的
に
斡
旋
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一

方
、
木
堂
は
文
人
的
な
素
養
が
な
く
、
財
政
的
に
困
窮
し
て
い
な
い

中
国
人
収
蔵
家
の
斡
旋
に
は
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

こ
こ
で
い
う
組
織
的
な
斡
旋
と
は
、
事
前
に
作
成
さ
れ
た
中
国
人

収
蔵
家
の
目
録
や
そ
の
内
容
に
基
づ
い
て
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す

る
収
蔵
集
団
」
内
の
賞
鑑
家
と
斡
旋
の
方
針
を
決
め
た
上
で
、
木
堂

が
賞
鑑
家
に
正
式
な
鑑
定
を
行
わ
せ
、
日
本
人
収
蔵
家
に
売
却
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
実
際
の
日
本
人
収
蔵
家
へ
の
売

り
込
み
や
価
格
設
定
と
い
っ
た
実
務
は
基
本
的
に
業
者
の
博
文
堂
が

担
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
木
堂
の
斡
旋
に
は
、
在
中
日
本
人
の
協
力
者
が
い
た
こ
と

も
判
明
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
く
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　　
　

注

（
1
）
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
収
集
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
民
国
期
に
お
け
る

完
顔
景
賢
の
書
画
碑
帖
の
収
蔵
に
つ
い
て
」（『
中
国
近
現
代
文
化
研

究
』
一
一
、
二
〇
一
〇
、
四
四
―
八
三
頁
）、
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
関
し
て
は
、
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
編
『
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書 

関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
過
去
と
未

来
』（
同
会
、
二
〇
一
二
）、
同
会
編
『
中
国
書
画
探
訪

関
西
の
収
蔵

家
と
そ
の
名
品
』（
二
玄
社
、
二
〇
一
一
）
参
照
。

（
２
）
以
下
、
木
堂
の
収
蔵
活
動
や
「
収
蔵
集
団
」
等
の
概
念
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
中
国
書
画
碑
帖
の
日
本
流
入
に
関
す
る
一
考
察
―
収
蔵
家
・
菊

池
惺
堂
を
起
点
と
し
て
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
七
一
、
二
〇
一
九
、

一
八
七
―
二
〇
〇
頁
）、
同
「
犬
養
木
堂
の
中
国
書
画
碑
帖
鑑
定
に
つ
い

て
」（『
大
学
書
道
研
究
』
一
三
、
二
〇
二
〇
、
三
九
―
五
〇
頁
）
参
照
。

（
３
）
前
掲
注（
１
）『
中
国
書
画
探
訪 

関
西
の
収
蔵
家
と
そ
の
名
品
』（
一

二
頁
）
参
照
。

（
４
）『
犬
養
木
堂
書
簡
集
』
所
収
の
書
簡
数
は
全
九
八
八
通
、
目
次
に
は

385
「
僕
の
字
ハ
出
鱈
目
」（
二
七
八
―
二
七
九
頁
）
は
見
え
な
い
。
書
簡

番
号
は
稿
者
が
便
宜
的
に
振
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
新
編
犬
養
木
堂
書
簡

集
』
所
収
の
書
簡
数
は
全
三
〇
〇
通
で
あ
り
、
前
者
と
の
重
複
も
見
ら

れ
る
。
書
簡
番
号
は
振
ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
と
区
別
す
る
た
め
に

「
続
１
」
の
よ
う
に
示
し
た
。

（
５
）
弓
野
隆
之
「
羅
振
玉
」（
前
掲
注（
１
）『
中
国
書
画
探
訪

関
西
の

収
蔵
家
と
そ
の
名
品
』
所
収
、
一
八
頁
）
参
照
。
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（
６
）
鈴
木
洋
保
「
廉
泉
の
日
本
に
お
け
る
活
動
―
収
蔵
家
と
し
て
の
行
跡

を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
書
学
書
道
史
研
究
』
六
、
一
九
九
六
、
七
一
―
八

六
頁
）、
戦
暁
梅
「
廉
泉
と
大
村
西
崖
の
交
友
―
『
大
村
西
崖
宛 

廉
泉

書
簡
』『
南
湖
東
遊
日
記
』
を
主
な
手
掛
か
り
に
―
」（『
美
術
研
究
』
四

二
五
、
二
〇
一
八
、
三
五
―
一
一
二
頁
）
参
照
。

（
７
）
施
安
昌
主
編
『
宋
拓
澄
清
堂
帖
』（
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）、

434
「
僕
の
書
斎
ニ
懸
け
度
」（
大
正
八
年
四
月
二
六
日
、
榊
原
鉄
硯
宛
、

三
一
〇
頁
）
参
照
。

（
８
）
一
九
七
八
、
一
六
〇
―
一
六
八
頁
。

（
９
）
拙
稿
「
真
島
次
郎
『
丁
未
戊
申
清
国
漫
遊
日
記
』
―
犬
養
毅
の
第
二

次
訪
中
（
一
九
〇
七
―
一
九
〇
八
）
記
録
―
」（『
中
国
近
現
代
文
化
研

究
』
一
六
、
二
〇
一
五
、
七
九
―
一
〇
六
頁
）
参
照
。

（
10
）
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
〇
六
、
九
九
―
一
〇
一
頁
。

（
11
）
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
、
一
一
四
―
一
三
三
頁
。

（
12
）
桑
田
に
関
し
て
は
、
中
村
義
他
編
『
近
代
日
中
関
係
史
人
名
辞
典
』

（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
、
二
三
七
―
二
三
八
頁
）
及
び
前
掲
注

（
９
）
参
照
。

（
13
）
東
亜
同
文
会
に
つ
い
て
は
、
対
支
功
労
者
伝
記
編
纂
会
編
『
対
支
回

顧
録
』
上
巻
（
同
会
、
一
九
三
六
、
六
七
九
―
六
八
四
頁
）
参
照
。

（
14
）
聞
蔵
ビ
ジ
ュ
ア
ル
（
国
立
国
会
図
書
館
内
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一

六
日
閲
覧
・
印
刷
）
に
よ
る
。
売
立
に
関
し
て
は
、
当
該
記
事
の
ほ
か

に
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
一
五
年
三
月
三
〇
日
朝
刊
第
四
面
掲
載
の

広
告
も
参
照
し
た
。

（
15
）
弓
野
隆
之
「
阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
そ
の
特
質
」（
前
掲
注

（
１
）『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書 

関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

過
去
と
未
来
』、
一
九
―
三
四
頁
）
参
照
。

（
16
）
前
掲
注（
６
）
鈴
木
氏
論
考
参
照
。

�

（
相
模
女
子
大
学
）

附
記本

稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
九
Ｋ
〇
〇
二
〇
一
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ

る
。


